
淡水の湖沼、河川、水路等に生える沈水性から浮遊性の多年草。根茎は横にはい、先端に越冬芽を形成
する。沈水葉には長さ2-10cmの葉柄があり、葉身は狭披針形で長さ8-12cm、幅1-2.5cm。葉端は鋭尖頭

で、葉縁は微鋸歯があり波立つ。花期は7-9月。

個体数の多い武庫川でも減少が著しい。県内では大河
川からの導水路の暗渠化によってみられなくなった事
例が多い。2020年版での新規掲載種。

河川改修工事などの際の配慮が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

尼崎市、伊丹市、三田市、加古川市、小野市、加東市、赤穂
市、豊岡市、丹波篠山市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布
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